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高脂血症患者における全乳栄養の影響を検討した。

対象及び方法
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対象は、男 5人、女6人で平均年齢は55.2歳 (4日 64歳〕の高脂血症患者である。

前年度と同様、牛乳を原則として 日400mlを飲んでもらい、諸種検査を行った。

結果

今回の対象者の牛乳投与前の臨床背景を表 lに、投与後の臨床検査値の平均の変化

を図2に示す。 BodyMass lndexは飲用2ヵ月目でやや低下傾向 (p=0.110)を認め

るが有意ではない。 T~Ch値は飲用 2 ヵ月目で低下傾向を、 HDL~Ch は 1 ~ 3ヵ月

で増加傾向を示すがいずれも有意でなく、 TG増加傾向を示すが有意の変化ではな

かった。 LDLーCh値は 1ヵ月日でー23mgと有意の低下を示し、 2、3ヵ月自において

も低下傾向を示した。

考察

高脂血症者?と牛乳を 1E! 200~400mlの飲用で、は 3 ヵ月後までには脂質への悪影響は

認めず、むしろ飲用後短期間においては、 LDL~Ch の低下ないし低下傾向と、 HDL~

Chの増加傾向を示した。これは、低カロリー下でのバター負荷食時に見られたのと同

じ傾向11で、脂肪や飽和脂肪酸の軽度の負荷にともない、脂質代謝回転が速〈なり、肝

臓における脂質合成の充進にともない、代償すべき脂質異化が克進した結果と考えら

れる。
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結語

高脂血症患者に対して全牛乳400ml以内の飲用では、短期間においては、脂質代謝

に悪影響を与えなかった。
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NAME AGE SEX BMI SBP DBP FBS TC T百 HDL心 LDL-C A.I Fbgn Al市1 Plgn 
Y.Y 46 M 20.4 132 78 96 245 211 53 150 3.62 
F.S 47 M 25.0 134 80 113 223 415 47 93 3.74 298 96.9 119.5 
M.Y. 49 M 20.7 132 77 92 283 207 75 167 2.77 
M.T 50 M 23.6 121 65 95 235 142 41 166 4.73 245 87.5 93.4 
M.K 64 M 22.3 136 75 88 263 98 69 174 2.自1 312 72.1 
N.K 54 F 23.8 119 59 106 336 84 93 226 2.61 285 114.0 152.2 
T.T 54 F 23.7 139 83 95 280 91 86 176 2.26 
M. H[ 57 F 22.7 142 93 112 271 50 49 212 4.53 2日4 201.2 96.7 
T.Y 57 F 24.4 102 53 95 238 140 77 133 2.09 
T.A 58 F 27.6 154 89 91 207 76 47 145 3目40 359 90.7 108.0 
M.K 63 F 25.1 120 日9 94 230 104 42 167 4.48 
K.N 63 F 18.9 126 68 97 235 75 88 132 1.67 381 97.5 114.5 

表 l 対象者の臨床背景

(Ofo) TC 1G PL VLDL LDL HDL-C HDL-PI LDしC A.I 

1 Month 1.8 3.1 0.7 9.2 9.1 9.8 2.6 -15.3 -13.9 
2 Month -5.9 14回目 国4.0 11.4 25.0 7.3 6.1 -11.2 -13.5 
3 Month 3.5 48.5 8.2 35.6 -5.4 11.6 18.0 -3.3 同8.8
4 Month 副8.9 26.5 -6.2 39.9 -11.7 -6.1 10.7 -8.3 17.4 

表 2 牛乳飲用後の血清脂質の変化率
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